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Ⅰ．はじめに
　地理情報システム（GIS）は、位置情報を有するデー
タ（事物・事象）を地図化し、解析するためのコンピュー
ターシステムのことである。GISは、膨大な空間データ
を用いた高度な分析も容易におこなうことができる
（高橋ほか　2005）。そのため、学術研究のみならず、
都市計画、防災、エリアマーケティング、植生管理な
ど、産業界や行政のさまざまな分野において利用・活
用が進んでいる。
　教育現場、とりわけ地理教育におけるGISの利活用
については、1990年代から議論されており（伊藤　
2012）、GISを導入した授業実践の報告（谷ほか　
2002；大西　2004；森ほか　2009）も増えつつある。
2009（平成21）年版学習指導要領では、高等学校地理
歴史科の地理においてGISの利用が明記された。群馬
県においても、高等学校「地理Ａ・Ｂ」において、GIS
を活用した授業実践が試みられている（内田ほか　
2012）。本年（2015年）８月には、次期学習指導要領
の骨格案が文部科学省の中央教育審議会特別部会から
示され、現行の高校地理歴史科については「地理総合」
と「歴史総合」を必修化し、「地理総合」においてはGIS
の活用などが提唱された。このように、GISは地理教育
の現場において、さらなる利活用が求められている。
　しかし、現在の地理教育の現場では、GISの利活用が
進んでいるとは言い難い状況にある。その理由として、
GISの利用にはパソコンが必要であるため、パソコン
を自由に利用できる環境が整った学校が少ないこと、
GISに関する知識や技能を習得するまでに時間を要す
ること（伊藤　2012）や、配分される予算の少なさか
ら、様々な分野において広範に利用されているArc 
GISなどの高価な商業ソフトの利用が困難であること
（黒木　2004）などが挙げられている。
　このような地理教育を取り巻く状況を踏まえ、群馬
大学教育学部社会専攻の科目である「地理学実習」に
おいて、フリーのGISソフト（QGIS）を活用した授業
をおこなった。本講義で使用したQGISなどのフリーソ
フトは、複数のパソコンに無料でインストールできる
ため、低予算で授業などに活用できるという利点があ
る（仁平　2014）。また、操作方法が前述のArc GISと
似ており、Arc GISで使用するデータ（シェープファイ
ルなど）との互換性があることなども利点として挙げ
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られる（仁平　2014）。
　この「地理学実習」は、地理学の調査・分析および
卒業論文の作成に必要な手法を教授する実習形式の講
義であり、群馬大学教育学部社会専攻の２年生から４
年生が選択できる半期だけ開講される科目である。履
修する学生の多くは、地理学の分野で卒業論文を作成
することを考えている学生である。2015年度の「地理
学実習」は、人文地理学分野を教育学部社会科教育講
座の関戸明子教授が担当し、自然地理学分野を青山が
担当した。受講者は、２年生が８名、３年生が４名、
４年生が４名の計16名であった。
　本稿では、青山が2015年度に担当した「地理学実習」
の自然地理学分野において実施した授業の概要を述べ
た後、GISを用いておこなった実習に関する内容の詳
細を報告する。また、授業をおこなった際に生じた問
題点や、授業を実施して見えてきた課題について論じ
る。なお、次章で述べるように、本講義ではGISを用い
た室内作業だけではなく、フィールドワークについて
も実施している。
Ⅱ．講義内容
　2015年度前期に開講した本講義は、前半６回（第１
回から第６回）を関戸教授が担当し、人文地理学に関
する実習形式の授業をおこなった。後半６回（第７回
から第12回）を青山が担当し、自然地理学に関した実
習形式の授業を実施した。その後、８月上旬に、群馬
県長野原町の群馬大学北軽井沢研修所を宿泊地とし
て、２泊３日のフィールドワークをおこなった。青山
が担当した第７回から第12回までの自然地理学分野
の授業内容を以下に示す。
第７回～第８回：空中写真判読による地形分類図の作
成
第９回：大学周辺の地形の野外観察
第10回～第12回：QGISを用いた主題図の作成
　これらの室内作業とフィールドワークは、群馬大学
荒牧キャンパス周辺を対象地域としておこなった。空
中写真判読、GISを用いた地図作成や解析作業、フィー
ルドワークなど、さまざまな調査手法を習得し、地域
の理解を深めることを目的としておこなった。
　第７回と第８回の授業で実施した空中写真判読によ
る地形分類図の作成においては、反射実体鏡を用いた
空中写真判読をおこない、群馬大学荒牧キャンパス周
辺にどのような地形が分布しているか確認し、地形分
類図を作成した。荒牧キャンパスは過去の利根川の氾
濫原に該当する領域に位置しており、旧河道、自然堤
防や氾濫平野（後背湿地）などが分布している。ほと
んどの学生は自然地理学の講義を履修済みであり、荒
牧キャンパス周辺に分布するそれらの地形に関しても
ある程度の知識を有していると思われたが、空中写真
判読作業の前に、それらの地形に関する簡単な説明を
おこなった。空中写真判読をおこなう際、国土地理院
がweb上で公開している地図である「地理院地図」から
荒牧キャンパス周辺の領域を印刷して受講学生に配布
し、その地図に色鉛筆を用いて地形ごとに着色して地
形分類図の作成をおこなうよう指示した。これらの説
明や作業を通して、地域、国土を理解するために必要
な要素であり、この後の第９回の授業でおこなう
フィールドワークの際に必要となる「地理的な視点」
を受講学生が有することを図った。
　第９回の授業では、荒牧キャンパス周辺の地形に関
するフィールドワーク（野外観察）をおこない、空中
写真判読により作成した地形分類図の妥当性に関して
検証した。フィールドワークのコースに関しては、「地
理院地図」の「治水地形分類図」を印刷、持参したう
えで荒牧キャンパス周辺を歩き、現地で地形の確認を
おこなったうえで選定した。また、熊原（2010）が群
馬大学教育学部「初等科社会」の講義でおこなった群
馬大学荒牧キャンパス周辺のフィールドワークのコー
スも参考とした。荒牧キャンパスは平野部にあるため、
平坦な単一の地形の上にあるイメージが強いが、旧河
道は凹地状の地形が帯状に延びており、自然堤防は周
囲よりも比高数ｍ程度の高まり状の地形を形成してお
り、わずかな起伏に富んでいることをフィールドワー
クを通して理解を深めた。普段このようなわずかな起
伏は気が付かないか、それを意識することもあまりな
いが、「地理的な視点」を有したうえで野外を歩き、観
察することにより、これまで気が付かなかった地形の
成り立ちが見えてくることを学生が理解できるようこ
ころがけた。また、自然地理学においては、空中写真
判読のような室内作業と、野外での観察や各種調査を
組み合わせることで、多くの調査成果が得られること
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を説明した。
　第10回から第12回の授業では、QGISを用いて群馬
県に関する主題図の作成や、QGIS上において空中写真
を地図に重ね合わせたうえで荒牧キャンパス周辺の土
地利用図の作成などをおこなった。この第10回から第
12回におこなったGISを用いた授業の内容について、
次章で詳述する。
Ⅲ．QGISを用いた実習作業の内容
　前章で述べたように、QGISを用いた実習作業は、本
講義の後半（第10回から第12回）に実施した。GISを用
いる作業にはパソコンが必要となるため、受講者各自
が実習作業で使用できるノートパソコンを個人で所有
していることを事前に確認した。また、本講義の授業
時間数が少ないことから、第８回の授業においてQGIS
のダウンロード方法を記述したプリントを配布し、ダ
ウンロード方法について説明したうえで、実習作業で
用いるノートパソコンに事前にQGISをダウンロード
し、そのノートパソコンを実習作業をおこなう授業の
際に持参するよう指示した。
　第10回の授業では、GISの概念について簡単に説明
した後、QGISを用いた群馬県に関する主題図の作成に
関する実習作業をおこなった。この実習作業の際に用
いたGISデータは、国土交通省が地形、土地利用、公共
施設など国土に関する基礎的なGISデータを無償提供
しているwebサイトである「国土数値情報　ダウン
ロードサービス」（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.ht-
ml）内にある「国土数値情報　行政区域データ」であ
る。この「国土数値情報　行政区域データ」は、各自
治体の行政区域界や自治体名などのデータが入ってお
り、日本全国または都道府県ごとのデータを選択して
ダウンロードできる。今回は、群馬県のデータのみを
事前にダウンロードしてUSBメモリに保管し、授業の
際にそのUSBメモリを受講者に貸与し、受講者のノー
トパソコンにデータをコピーさせた。また、作業の際
の参考資料として、QGISの操作方法の概要を記述した
教科書（今木　2013）から本作業と関連がある箇所を
コピーし、受講者に配布した。
　実習作業の際には、以下の項目ついて、教員が操作
するパソコンの画面をプロジェクターでスクリーンに
投影しながら作業を進めた。
①　QGISを起動する
②　「国土数値情報　行政区域データ」のファイルを読
み込み、群馬県の行政界の入った地図をパソコン
画面上に表示する
③　パソコン画面上に表示させた地図において、自治
体ごとに任意の色で着色する
④　パソコン画面上に表示させた地図において、方位
記号、スケールバーや注記を表示する
　①～④の作業をおこなった後、第11回の授業までの
課題作業として、今回配布した群馬県の「国土数値情
報　行政区域データ」を用いて、群馬県の自治体ごと
の地理的事象（地形、人口、産業等）に関するデータ
を各自で調べたうえでそのデータを活用し、そのデー
タに基づいて自治体ごとに異なる色で着色した地図
（主題図）を作成・印刷し、次回の授業時（第11回）
に提出するよう指示した。この課題で受講者が提出し
た地図の一部の例を図１に示す。
　第11回の授業では、QGIS上において空中写真を地
図上に重ね合わせ、荒牧キャンパス周辺の土地利用図
の作成に関する実習作業をおこなった。この実習作業
の際に用いた空中写真の画像ファイルは、国土地理院
のwebサイト「地図・空中写真閲覧サービス」で公開さ
れている国土地理院撮影の空中写真の画像をパソコン
のプリントスクリーン機能でコピーし、実習作業で必
要となる荒牧キャンパス周辺のみを画像編集ソフト
（CANVAS11）上でトリミングし、Tiff形式で保存した
ものである。空中写真を用いた土地利用の判読作業に
はカラーの空中写真の方が適していることから、荒牧
キャンパスを撮影対象とした最新のカラー空中写真
（CKT20111-C8-8）を利用した。また、土地利用図の
作成の際の基図には、国土地理院発行の数値地図（国
土基本情報）を用いた。この数値地図は、一般財団法
人日本地図センターが１図郭１ファイルごとにイン
ターネットからのダウンロード方式で販売されてお
り、１ファイル175円（税込み）で販売されている。授
業前にあらかじめ上述の空中写真の画像ファイルと数
値地図を受講者分用意してUSBメモリに保管し、授業
の際にそのUSBメモリを受講者に貸与し、受講者の
ノートパソコンにデータをコピーさせた。
　第11回の授業の実習作業の際には、第10回の授業と
同様に、以下の項目ついて教員が操作するパソコンの
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画面をプロジェクターでスクリーンに投影しながら作
業を進めた。
①　QGISを起動する
②　数値地図（国土基本情報）のファイルを読み込み、
荒牧キャンパス周辺の地図をパソコン画面上に表
示する
③　空中写真の画像ファイルを読み込み、その画像
ファイルに位置情報を付与し、②でパソコン画面
上に表示させた数値地図（国土基本情報）への重
ね合わせをおこなう
④　水田、畑、緑地（広葉樹林、針葉樹林）など、土
地利用の用途ごとにベクタファイルを作成し、各
土地利用用途のポリゴン（領域）データを作成する
　本実習作業で用いた空中写真の画像ファイルは位置
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図１　群馬大学教育学部「地理学実習」受講者が作成した群馬県の地理的事象に関する主題図
情報を有さないため、地図との重ね合わせをおこなう
には位置情報を付与する必要がある。この位置情報の
付与に関する一連の作業のことをジオリファレンシン
グという（今木　2013）。QGISでは、ジオリファレン
シングのための機能を有する「ジオリファレンサー」
とよばれるプラグインが提供されており、本実習作業
においても「ジオリファレンサー」を用いてジオリファ
レンシングをおこなった。ジオリファレンシングをお
こなうには、地理的な位置情報を有するグラウンドコ
ントロールポイント（GCP）と呼ばれる点のデータが
必要となる。数値地図（国土基本情報）は位置情報を
有しているベクタ形式のデータであるため、GCPはこ
の数値地図から交差点など空中写真画像と照合させや
すいポイントを６点前後取得した。ジオリファレンシ
ングをおこない、空中写真の画像ファイルを数値地図
（国土基本情報）に重ね合わせたものを図２に示す。
　第12回の授業では、第11回から引き続き、QGISを用
いて荒牧キャンパス周辺の土地利用図の作成作業をお
こなった。また、ポリゴンデータから面積を求める方
法を説明し、本実習作業で完成させた荒牧キャンパス
周辺の緑地のポリゴンデータからその面積を求める作
業をおこなった。
Ⅳ．QGISを用いた実習作業の効果と課題
１．受講者へのアンケート結果からみえるQGIS導入
の効果と課題
　本講義の終了後に、受講者を対象とした無記名アン
ケートを実施した。前述のように、受講者はすべて教
育学部社会専攻の学生（２年生～４年生）であり、そ
の多くが地理学に関する卒業論文を作成することを考
えている学生である。本講義受講者16名のうち、12名
から回答を得た。設問と回答状況をまとめたものを表
１に示す。なお、カッコ内は回答者の総数に対する比
率である。
１）「GIS」という用語をこれまで聞いたことがありま
したか？（GISの認知度）
　聞いたことがあるとの回答が４名（33.3％）、聞いた
ことがないとの回答が８名（66.7％）であった。受講
者の３分の２は、この講義においてGISという用語を
初めて耳にしたようであり、GISに関する知識をほと
んど有していなかったと思われる。
２）QGISの操作は難しかったですか？（GIS操作の難
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図２　QGIS上において国土地理院撮影空中写真（CKT20111-C8-8）を数値地図（国土基本情報）に重ね合わせた状態
（群馬大学荒牧キャンパス周辺）
易度）
　難しかったとの回答が４名（33.3％）、やや難しかっ
たとの回答が８名（66.7％）であり、その他の回答（普
通、やや簡単、簡単）を選択した受講者はいなかった。
このことから、本実習で実施した内容に関しては、再
考する必要があると思われる。GISの知識をほとんど
有していない受講者が多かったことを鑑みると、既存
のQGISの教科書（今木　2013）から本実習の関連箇所
のコピーを配布するだけでは不十分であり、操作画面
の図などを挿入した理解しやすいマニュアルを事前に
準備して、実習作業時に配布する必要があったと思わ
れる。実習作業時のプロジェクターを用いた操作方法
の説明では、その場での操作方法を理解することは可
能かもしれないが、実習作業１回で操作方法を覚える
（習得する）ことは難しく、授業時間外に受講者が復
習することが困難であったと考えられる。
３）GIS（QGIS）を使えば地図を作成する際に便利だ
と思いますか？（地図作成への利便性）
　便利だと思うとの回答が12名（100％）であり、特に
便利とは思わない、その他と回答した受講者はいな
かった。このことから、本実習作業によって、GISの利
用で地図作成が便利であることは理解してもらえたよ
うである。
４）３）の回答理由（なぜそう思ったのか）を記述し
て下さい（自由記述）
　この回答として、「場所などを正確に記すことができ
るから」、「手作業でおこなうより正確な地図を作成す
ることができると思うので」、「複数の地図を重ねるの
が簡単だから」、「紙で困難な作業ができるから」、「川
や林などのカテゴリー別に区別して作成できるから」、
「今と昔の地図を重ねた地図などを作れるから」、「写
真と組み合わせたり、テーマごとに地図のつくり方を
工夫できるから」、「GISじゃないとできないことがあ
るから」、「様々な情報を一度に知ることができるか
ら」、「使いこなせればよい地図が作れると思うから」、
「使いこなせれば良い地図が作れると感じたから」、
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表１　「地理学実習」受講者へのアンケート結果
１）GISの認知度
聞いたことがある 4 （33.3％）
聞いたことがない 8 （66.7％）
２）GIS操作の難易度
難しかった 4 （33.3％）
やや難しかった 8 （66.7％）
普通 0 （0％）
やや簡単だった 0 （0％）
簡単だった 0 （0％）
３）地図作成への利便性
便利だと思う 12 （100％）
特に便利とは思わない 0 （0％）
その他 0 （0％）
４）地図作成への利便性に関する
　　回答理由（自由記述）
「場所などを正確に記すことができるから」
「手作業でおこなうより正確な地図を作成することができると思うので」
「複数の地図を重ねるのが簡単だから」
「紙で困難な作業ができるから」
「川や林などのカテゴリー別に区別して作成できるから」
「今と昔の地図を重ねた地図などを作れるから」
「写真と組み合わせたり、テーマごとに地図のつくり方を工夫できるから」
「GISじゃないとできないことがあるから」
「様々な情報を一度に知ることができるから」
「使いこなせればよい地図が作れると思うから」
「使いこなせれば良い地図が作れると感じたから」
「地図の重ね合わせなど、QGISでしかできないことがあるから」
５）卒業論文や授業での利活用
利用・活用したいと思う 8 （66.7％）
利用しないと思う 3 （25％）
その他（「まだそこまで理解できていないため、利用の仕
方がよく分からない」 1 （8.3％）
６）教育現場での利活用
　　（教職志望者のみ回答）
利用・活用したいと思う 8 （80％）
利用しないと思う 2 （20％）
「地図の重ね合わせなど、QGISでしかできないことが
あるから」などの記述があった。
　これらの回答から、本実習の作業内容の影響もある
と思われるが、複数の情報（地図）の重ね合わせをお
こないやすい点をGISの利点として感じた受講者が多
かったことが窺える。また、「使いこなせれば」便利だ
と感じた受講者が複数いたが、これは２）の設問の回
答ですべての受講者がQGISの操作が難しかった、また
はやや難しかったと感じていたことから、操作方法の
理解を深めてもらうことができれば、よりGISの利用、
普及が進むことを示唆している。
５）卒業論文やその他の授業などにおいてGIS（QGIS
などのGISソフト）を利用・活用したいと思います
か？（卒業論文や授業での利活用）
　利用・活用したいと思うとの回答が８名（66.7％）、
利用しないと思うとの回答が３名（25％）、その他との
回答が１名（8.3％）であった。その他との回答は、「ま
だそこまで理解できていないため、利用の仕方がよく
分からない」とのことであった。受講者の３分の２は、
今後の卒業論文作成や授業などにおけるGISの利活用
を考えているようである。また、利用しないと思うと
の回答に関しては、卒業論文の内容によってはGISを
利用する必要性が低いことがあるのかもしれない。ま
た、GISの操作が難しいと感じたことも影響している
ことが考えられる。前述のように、すべての受講者が
GISの利便性については肯定的な意見を有していたこ
とから、どのような事例で有効に活用できるかといっ
たことや、操作方法などに関して理解を深めることが
できれば、GISの利用がより進むものと思われる。
６）卒業後、教育現場（学校の授業や教材の開発など）
において、GISを利用・活用したいと思いますか？
（教育現場での利活用、教職志望の人のみ回答）
　この設問は教職志望の受講者のみを対象としたた
め、回答者数は10名であった。利用・活用したいと思
うとの回答が８名（80％）、利用しないと思うとの回答
が２名（20％）であった。多くの受講者は、将来的に
も、教育現場においてGISを利活用したいと考えてい
るようである。利用しないと思うとの回答に関しては、
これもやはり本実習作業においてGISの操作が難しい
と感じたことや、GISがどのようなことに有効に活用
できるかといった活用事例の紹介・説明が不足してい
たことなどに起因する部分があると推察される。
　以上のことから本講義においては、受講者にGISの
操作・作業を体験してもらうことにより、GISの利便性
を認識してもらうことができた。その一方、GISの操作
方法や、地理学に関連するどのようなことに活用でき
るかといったGISの有効性に関する理解などについ
て、課題が残った。大学の学部教育において、受講者
がGISの有効性に関する理解を深め、操作方法を十分
に習得できるような有効な講義をおこなうことができ
れば、その後の大学での卒業論文作成や将来的な地理
教育の場におけるGISの利活用、普及が進むことが期
待され、地域の特質や防災・環境などに関する理解を
より深めることができ、地理教育の改善にも寄与でき
るものと思われる。
２．実習作業で生じた問題点と課題
１）受講学生間のノートパソコン性能の差異
　本講義の実習作業は、前述のように受講学生個人が
所有するノートパソコンを各自が持参し、使用する形
式で実施した。そのため、受講学生によってパソコン
の性能が異なり、QGISのインストールは授業前に各自
インストールしておくことを指示していたが、事前に
インストールを完了できなかった受講学生が少数なが
らいた。本講義は、無線LANによりインターネットに
接続可能な教室（群馬大学教育学部Ａ棟311教室）でお
こなった。しかし、無線LANの電波が微弱であり、イ
ンターネットへの接続が円滑におこなえない状況で
あったため、この教室でQGISの再インストールをおこ
なおうとしても、長い時間を要する状況であった。ま
た、受講学生によって、作業時のデータの読み込みに
時間を要することもあった。
２）教室のインターネット（無線LAN）設備
　インターネットに円滑に接続できる教室であれば、
GISの基図として利用できる基盤地図情報を農業・食
品産業技術総合研究機構がweb上で無償配信している
「基盤地図情報25000WMS配信サービス」などの利用
が可能となり、本実習作業で土地利用図作成の際の基
図として用いた数値地図（国土基本情報）の準備、購
入が不要となる。しかし、前述のように、本講義で使
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用した教室における無線LANの接続状況があまり良
好でない状況であったため、そのようなweb上で無償
配信している地図情報の利用は困難であった。
３）受講学生間のQGIS操作方法の理解度の差異
　実習作業時におけるQGISの操作方法に関しては、前
述のように教員のパソコン上の操作画面をプロジェク
ターで投影しながら説明し、作業を進めていった。し
かし、その理解度、習熟度には差異が生じてしまい、
受講学生間で作業の進行状況に差が出てしまう。その
ため、指示した作業を終えた学生には、作業を終えて
いない学生に対する操作方法の助言をおこなっても
らった。このようなことがあったことから、本講義の
実習作業内容に関する（特化した）操作方法のマニュ
アルを作成して配布することが望ましかったと思われ
る。
Ⅴ．まとめ
　群馬大学教育学部社会専攻の学生を対象とした講義
である「地理学実習」において、無償で利用可能なGIS
ソフトである「QGIS」を活用した実習作業主体の講義
を実施した。QGISを用いて、群馬県に関する主題図の
作成や、群馬大学荒牧キャンパス周辺を対象とした空
中写真データの地図への重ね合わせと土地利用図の作
成などをおこなった。
　QGISは無償で利用できることから、教材準備も含め
て安価な金額で授業を実施できた。本講義の実施によ
り、GISの利便性について理解を深めてもらうことが
でき、教職志望の学生の多くが将来的に教育現場にお
いてGISを利活用することに肯定的な意見を得ること
ができた。その一方、操作方法や活用方法に関しては
課題が残る結果となり、作業内容、授業の進行方法や
操作方法の説明などについて改善する必要があること
が明らかとなった。本講義においてGISを用いた実習
を実施したのは１コマ90分の授業３回分だけであっ
（あおやま　まさふみ）
たため、そのような短期間にGISに関する有効性や操
作方法について十分に理解を深めることは困難な面も
ある。そのため、学生に対してGISに触れる機会をどの
ように提供していくか、検討していく必要があろう。
また、大学の無線LAN設備などのハード面の改善がな
されれば、インターネット上において無償で利用可能
なさまざまな地理・地図情報を活用できることから、
GISを用いた実習作業がより有効なものとなることが
考えられた。
　上述のような課題を克服、改善し、教職志望の学生
がGISに関する有効性や操作方法などについての理解
を深めていくことにより、地理教育の現場における
GISの普及、利活用が進み、初等中等教育におけるより
よい地理教育の実践にも資することができると思われ
る。
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